
平
戸
市
の
取
り
組
み

　「
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た

い
」「
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
貢
献

し
た
い
」「
大
好
き
な
ま
ち
を
応

援
し
た
い
」と
い
う
思
い
を
形
に

す
る
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
。

　
平
戸
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
が
創
設
さ
れ
た
平
成
20

年
度
か
ら
寄
付
を
募
っ
て
き
ま

し
た
。
制
度
が
始
ま
っ
た
当
初

は
、
寄
付
金
は
わ
ず
か
で
し
た

が
、
平
成
25
年
度
に
全
国
に
先

駆
け
て
カ
タ
ロ
グ
ポ
イ
ン
ト
制

を
導
入
。
平
成
26
年
度
に
は
寄

付
金
が
14
億
６
，
３
０
０
万
円

を
突
破
し
、
寄
付
金
額
日
本
一

に
輝
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の「
今
」

　

平
戸
市
の
寄
付
金
の
推
移
を

見
て
み
る
と
、
平
成
30
年
度
の

寄
付
金
額
は
約
６
億
円
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
27
年
度
の
約
26

億
円
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ

て
い
ま
す（
図
１
）。
寄
付
件
数

に
つ
い
て
も
同
様
に
、
平
成
27

年
度
の
４
万
６
，
７
３
６
件
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
平
成

30
年
度
は
１
万
１
，
４
０
７
件

と
な
っ
て
い
ま
す（
図
２
）。

　

主
な
要
因
と
し
て
は
、
全
国

的
な
ふ
る
さ
と
納
税
ブ
ー
ム
を

背
景
に
、
一
部
の
自
治
体
が
ふ

る
さ
と
納
税
の
本
来
の
趣
旨
を

忘
れ
、
寄
付
金
集
め
に
走
っ
た

結
果
、
返
礼
率
が
高
い
も
の
や
、

地
場
産
品
以
外
の
も
の
、
全
国

共
通
の
商
品
券
な
ど
直
接
地
域

と
関
係
な
い
も
の
を
返
礼
品
に

す
る
な
ど
、
返
礼
品
合
戦
が
巻

き
起
こ
り
、
お
得
感
が
あ
る
自

治
体
に
寄
付
が
集
中
し
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

平
戸
市
で
の
使
い
道

　
　

全
国
か
ら
い
た
だ
い
た
大
切

な
寄
付
金
は
、
第
２
次
平
戸
市

総
合
計
画
の「
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
掲
げ
る
７
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
活
用
し
て
い
ま

す
。「
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た

い
」「
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
貢
献

し
た
い
」と
い
う
全
国
の
寄
付
者

の
皆
さ
ん
の
思
い
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
よ
り
よ
い
暮
ら
し
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
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　 市内の各小中学校では、ふる
さと納税の財源を活用して、タブ
レットをが２人に１台程度配置し
ています。タブレットは、授業で
活用したり写真や動画を撮影して、
編集や印刷などに使用しています。
　持ち運びが出来る専用ケースに
入れたタブレット　
　子どもたちがタブレットを使い、
地元の風景などの写真を撮ってい
る様子。その後に、タブレットで
チラシなども作成しています。 ３

３

２

　

寄
付
金
額
に
応
じ
て
所
得
税
や
住
民
税

の
控
除
・
還
付
が
受
け
ら
れ
、
寄
付
先
の

自
治
体
か
ら
特
産
品
な
ど
が
も
ら
え
る
お

得
な
制
度
と
し
て
人
気
に
火
が
付
い
た
ふ

る
さ
と
納
税
。
平
成
29
年
度
に
は
、
全
国

の
寄
付
金
の
総
額
が
３
，
６
５
３
億
円
を

超
え
、
平
成
30
年
度
は
さ
ら
に
伸
び
る
見

込
み
で
す
。
６
月
１
日
か
ら
の
法
改
正
に

よ
り
、
全
国
の
自
治
体
が
同
じ
ル
ー
ル
の

も
と
、
再
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
平

戸
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の「
今
」と「
こ
れ

か
ら
」に
迫
り
ま
す
。

寄付金額の推移（図１）
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寄付件数の推移（図２）

２

２

１

１

平戸市のふるさと納税の推移

中野小学校では、週に１回以上
タブレットを用いた授業や総合的
な学習の時間を設けています。

ふ
る
さ
と
納
税
の

「
今
」と

「
こ
れ
か
ら
」
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ふるさと納税の使い道
　ふるさと納税で寄せられた寄付金は、いったん「やらんば！平戸」応援基金に積み立てられ、翌年度以降、
基金を取り崩し活用します。
　活用する事業については、第2次平戸市総合計画の「まちづくりプロジェクト」で設定している下記の７
つのプロジェクトに活用します。

きずなをつなぐプロジェクト

ちからをつけるプロジェクト

たからをみせるプロジェクト

まちをつくるプロジェクト

くらしをまもるプロジェクト

ひとをそだてるプロジェクト

しごとをひろげるプロジェクト

市民と行政の協働によるまちづくりと
ずっと住み続けたい平戸市の創出

効果的・戦略的な行政経営の推進

観光平戸の再生とシティプロモーショ
ンによる交流人口の拡大

まちの活気をつくる定住・移住の促進
と安心できる生活空間の確保

生きがいを感じ安心していきいきと暮
らせる地域の形成

子どもを安心して産み育て生涯を通し
て学べる環境の充実

地域の特色を活かした産業振興による
経済の活性化

ＩＣＴ機器の導入および環境構築

59,319,974円
児童生徒の理解力向
上や教職員の業務の効
率化を図るために、学
校、児童生徒の実態に
応じタブレットＰＣなど
を導入し、ＩＣＴ教育環
境の整備を図りました。

平戸式もうかる農業実現支援事業

①担い手の確保・育
成、②園 芸 振 興、③肉
用牛振興を３つの柱と
して、他産業並みの所
得が得られる「もうか
る農業」の確立に向け
た取組みを進めました。

図書館の図書・資料の購入

さまざまな分野の情報
拠点、あらゆる世代に
親しまれる学びの場
所・憩いの場所とする
ため、利用者が必要と
する図書・資料の収集
整備を進めました。

ふるさと納税制度の法改正が行われました

　最近のふるさと納税制度を巡っては、返礼割合の高い
ものや地元の特産品でないもの、商品券・旅行券などの
換金性の高いものなどを返礼品として出品する自治体が
現れ、自治体間の過度な返礼品競争が問題となっていま
した。それに対し、総務省は再三にわたり「高額品」を返

■新たに設けられた３つの基準

法改正後は、返礼割合や返
礼品を地場産品としているか
などルールを守っているかを
考慮し、総務大臣が「ふるさ
と納税の対象となる団体」と
して指定します。

体験型メニューで交流人口増へ

いしざか　　 たけお

平戸市地域おこし協力隊（ふるさと納税担当）

　石坂　岳男 さん

　平戸市ではこれまでも「返礼割合を３割以内にするこ
と」「返礼品は地場産品とすること」の２つの基準を守っ
ており、新規の返礼品の開発や既存の返礼品に磨きを
かけるときでもこの基準を前提に取り組みを進めてきま
した。そのため、６月１日施行の法改正は特に影響はな
いと考えています。
　現在私は、地域おこし協力隊の一員として、SNSによ
る情報発信やふるさと納税特設サイトの強化、新規の返
礼品開発・既存の返礼品の磨き上げを担当しており、各
生産者の取り組みを取材し、トレンドを見ながら提案や
実現に向けたサポートを行っています。
　今後は、法改正で明確になったルールを遵守しつつ、
これまでどおり返礼品の開発や既存の返礼品の磨き上げ
を行い、交流人口の増加につながる体験型の返礼品の
開発にも力を入れたいと考えています。

ふるさと納税活用金額

22,180,668円
ふるさと納税活用金額

75,115,000円
ふるさと納税活用金額

ふるさと納税担当者に聞く　～今後の平戸市の対応～

礼品にしないことや「商品券」「家電」「貴金属」を返礼品
にしないことなどを要請・通知していましたが、改善し
ない自治体があったため、「地方税法等の一部を改正す
る法律」が６月１日から施行され、下記のように３つの基
準が明確になりました。

■法改正の趣旨

平成30年度における主な使い道 まちづくりプロジェクトの７つの柱

ふるさと納税の募集を適
正に実施すること

返礼割合を3割以内にするこ
とで、寄付先により多くのお
金が残ります。いただいた寄
付が少しでも地域で活用され
るよう、このルールが徹底さ
れます。

返礼品に地場産品以外の特
産品を出している自治体もあ
りましたが、返礼品を地元の
品に限定することで、寄付し
た地域の産業の活性化にも
つながります。

返礼品は返礼割合を３
割以下とすること

返礼品は地場産品とする
こと
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提
携
団
体
と
生
産
者
の
関
係

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
出
品
し
て

い
る
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、
い
ず
れ
か
の

提
携
団
体
に
所
属
し
て
お
り
、
提
携
団
体

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
業
務
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
日
、
寄
付
者
の
住
所
、
返

礼
品
、
数
量
、
配
送
希
望
日
時
な
ど
の
受

注
内
容
を
返
礼
品
を
取
り
扱
う
提
携
団
体

へ
連
絡
。
連
絡
を
受
け
た
提
携
団
体
は
、

各
生
産
者
へ
そ
れ
ぞ
れ
連
絡
し
、
生
産
者

は
返
礼
品
の
梱
包
・
発
送
準
備
を
行
い
、

配
送
業
者
に
引
き
渡
し
ま
す
。

　

ま
た
、
寄
付
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
や
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
際
も
、
市
と
提
携
団
体

が
窓
口
と
な
り
対
応
し
ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
ク
レ
ー
ム
・
ト
ラ
ブ
ル
を
受
け

た
生
産
者
以
外
に
も
、
ど
の
よ
う
な
内
容

で
あ
っ
た
か
情
報
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、

再
発
防
止
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

法
改
正
で
再
ス
タ
ー
ト

　

平
戸
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
市
だ
け

で
な
く
、
返
礼
品
を
取
り
扱
う
市
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
生
産
者
と
そ
れ
を
取
り
ま
と
め

る
４
つ
の
提
携
団
体
が
う
ま
く
連
携
す
る

こ
と
で
、
返
礼
品
の
開
発
、
寄
付
者
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
法
改
正
や
返
礼

関
係
団
体
と
定
期
的
に
議
論

　

平
戸
市
で
は
、
返
礼
品
や
配
送
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た
め
、

月
２
回
ふ
る
さ
と
納
税
の
提
携
団
体
が
集

ま
り
、
定
例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

定
例
会
で
は
、
提
携
団
体
で
あ
る「
平

戸
瀬
戸
市
場
」「
平
戸
新
鮮
市
場
」「
平
戸

観
光
協
会
」「
平
戸
市
物
産
振
興
協
会
」の

４
団
体
に
加
え
、
返
礼
品
の
配
送
業
務
を

一
括
で
委
託
し
て
い
る「
佐
川
急
便
株
式

会
社
」と
平
戸
市
の
担
当
者
が
一
堂
に
会

し
、
新
し
く
ふ
る
さ
と
納
税
特
設
サ
イ
ト

に
掲
載
す
る
期
間
限
定
の
返
礼
品
の
選
定

や
、
集
配
・
配
達
時
に
お
け
る
ト
ラ
ブ

ル
・
ク
レ
ー
ム
へ
の
対
応
策
や
改
善
案
な

ど
を
報
告
・
協
議
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

関
係
す
る
団
体
が
定
期
的
に
顔
を
合
わ
せ
、

お
互
い
の
取
組
状
況
や
、
改
善
点
、
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
寄
付

者
に
対
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
定
例
会
は
、
制
度
改
正
な

ど
取
扱
基
準
や
返
礼
率
の
見
直
し
が
あ
っ

た
と
き
で
も
、
市
と
関
係
団
体
が
足
並
み

を
そ
ろ
え
て
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
お

互
い
に
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
で
、
安
心

し
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
出
品
で

き
る
よ
う
な
環
境
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
定
例
会
が
あ
る
こ
と
で
、
他
の

提
携
団
体
が
ど
の
よ
う
な
返
礼
品
を

出
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
工
夫
し
て

い
る
点
な
ど
が
共
有
で
き
、
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
す
。
自
分
た
ち
も
よ

り
よ
い
返
礼
品
を
考
え
る
た
め
に
、

広
く
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
気
が
引
き
締
ま
り

ま
す
。

　
ま
た
、
期
間
限
定
の
返
礼
品
も

出
し
て
い
る
の
で
す
が
、
写
真
は
自

分
た
ち
で
撮
影
し
て
い
る
の
で
、
返

礼
品
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
の
事

業
所
で
の
商
品
の
売
り
方
や
見
せ
方

な
ど
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

よりよい返礼品、サービス向上のために

定例会で情報共有

適
度
の
緊
張
感
が
あ
り

自
社
の
商
品
に
も
活
用
で
き
る

平
戸
瀬
戸
市
場
営
業
部
企
画
課
長

　
　
　
　
　 

髙
木
　
和
明 

さ
ん

た
か
ぎ    

　
か
ず
あ
き

率
の
見
直
し
へ
の
速
や
か
な
対
応
な
ど
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
か
ら
の
法
改
正
に
よ
り
、
全
国
の

自
治
体
が
同
じ
ル
ー
ル
の
も
と
、
再
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
返
礼
率
に
つ
い

て
は
平
戸
市
は
こ
れ
ま
で
も
３
割
の
基
準

を
守
っ
て
き
た
の
で
、
新
制
度
に
な
っ
て

も
特
段
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
返
礼
品
の
開
発
に
創
意
工
夫
を

こ
ら
し「
モ
ノ
」か
ら「
コ
ト
」と
い
う
よ

う
に
体
験
型
の
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
に
も
力

を
入
れ
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
貢
献
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

ふ
る
さ
と
納
税
の「
こ
れ
か
ら
」

　

10
月
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
平
戸
の
魅

力
が
つ
ま
っ
た
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

完
成
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
随
時
、
新

し
い
返
礼
品
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
も

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た
い
」「
ふ
る

さ
と
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」「
大
好
き

な
ま
ち
を
応
援
し
た
い
」と
い
う
思
い
を

形
に
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
。
こ
れ
か
ら
も
、

寄
付
者
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
大
切
に
、
集

ま
っ
た
寄
付
金
を
有
効
活
用
す
る
と
と
も

に
、
寄
付
者
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
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有限会社　篠崎海産物店

篠崎　繁実 さん

　ふるさと納税制度のおかげで、全国各地の皆さんに自分た

ちの商品を広くＰＲでき、多くの人にご注文いただいていま

す。ふるさと納税で注文してくれた人が、別の機会に注文し

てくれることもあり、大変うれしく思っています。

　当店は、提携団体の１つである平戸市物産振興協会に所

属しています。月に１度行われる会議では、定例会で協議さ

れた内容やふるさと納税の返礼品の受注状況、トラブルやク

レームを受けての改善案や注意点などが報告されます。この

サービスの向上、寄付者の満足度アップ

　篠崎海産物店は、平戸市ふるさと納税の

返礼品（海産物）として、すべて手作業で１

枚１枚干しあげた、こだわりのひものセット

を出品。アゴやイカ、カマスなどさまざまな

魚介類の干物を盛り込んでいる。

しのざき　　  しげみ

ふるさと納税で人気の「ひものセット」

ように、市と生産者の間に

提携団体が入ることで、生

産者までしっかりと情報共

有がなされ、サービスの向

上、寄付者の満足度アップ

につながっていると感じて

います。

ふるさと納税返礼品生産者の声
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